
札幌市内の犯罪情勢等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 主な窃盗犯の罪種（件数） 

・ 主な窃盗犯は、総じて減少 

  ・ 他の窃盗犯手口も減少傾向 

・  平成 30 年度において３種合計で 3,654 件となり、一日平均 10 件発生している 

 

 

平 成

2 1 年

平 成

2 2 年

平 成

2 3 年

平 成

2 4 年

平 成

2 5 年

平 成

2 6 年

平 成

2 7 年

平 成

2 8 年

平 成

2 9 年

平 成

3 0 年

自 転 車 盗 6 , 6 0 3 6 , 9 1 3 6 , 0 3 3 4 , 7 3 9 4 , 4 7 1 4 , 2 5 6 3 , 9 6 1 3 , 0 9 5 2 , 6 9 3 2 , 4 0 6

車 上 ね ら い 2 , 8 8 2 2 , 7 8 8 3 , 1 1 5 2 , 1 4 4 1 , 0 2 3 1 , 1 1 3 5 5 1 1 , 0 0 2 7 2 9 6 0 1

侵 入 盗 1 , 9 1 9 1 , 7 9 9 1 , 6 4 3 1 , 3 0 6 1 , 3 9 4 1 , 2 2 5 1 , 7 0 8 1 , 3 4 8 8 8 4 6 4 7

（単位：件数） 

１ 一般刑法犯認知件数の推移 

  ・平成 13年 41,290 件（統計史上最多）  

  ・以降、17年連続して減少          

  ・平成 30 年 11,718 件（統計史上最少） （平成 13年から 71.7％減少） 
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H 1 3 年 Ｈ 1 4 年 Ｈ 2 1 年 Ｈ 2 2 年 Ｈ 2 3 年 Ｈ 2 4 年 Ｈ 2 5 年 Ｈ 2 6 年 Ｈ 2 7 年 Ｈ 2 8 年 Ｈ 2 9 年 Ｈ 3 0 年

札 幌 市 4 1 , 2 9 0 4 0 , 4 7 2 2 5 , 2 7 5 2 4 , 9 4 3 2 4 , 0 4 3 2 1 , 2 8 3 1 9 , 4 2 3 1 8 , 2 9 5 1 6 , 7 0 2 1 5 , 4 2 2 1 3 , 2 3 7 1 1 , 7 1 8

全 国 2 , 7 3 5 , 6 1 2 2 , 8 5 3 , 7 3 9 1 , 7 1 3 , 8 3 2 1 , 6 0 4 , 0 1 9 1 , 5 0 2 , 9 5 1 1 , 4 0 3 , 1 6 7 1 , 3 1 4 , 1 4 0 1 , 2 1 2 , 1 6 3 1 , 0 9 8 , 9 6 9 9 9 6 , 1 2 0 9 1 5 , 0 4 2 8 1 7 , 3 3 8

２ 罪種別一般刑法犯認知件数の推移 

  ・ 窃盗犯が、全刑法犯の約 65.6%を占有 

・ 粗暴犯と風俗犯が、平成 21 年と比較し増加
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平 成

3 0年

凶 悪 犯 1 2 9 1 3 5 1 0 2 1 1 4 1 0 9 8 8 6 9 7 7 6 8 6 9

粗 暴 犯 8 7 7 8 0 2 8 1 5 9 2 8 1 , 0 0 5 1 , 0 1 4 9 2 5 1 , 0 7 9 1 , 2 7 8 1 , 2 4 8

窃 盗 犯 1 9 , 3 0 3 1 8 , 8 0 8 1 7 , 6 0 4 1 4 , 9 2 9 1 2 , 9 3 2 1 2 , 4 2 7 1 1 , 3 5 1 1 0 , 4 5 1 8 , 6 2 8 7 , 6 8 6

知 能 犯 6 0 7 5 5 5 5 3 2 4 1 9 5 7 7 5 0 6 5 1 4 4 1 4 4 4 1 3 7 5

風 俗 犯 3 0 6 3 2 4 3 5 4 3 6 9 5 2 9 5 0 3 5 6 4 4 5 3 4 7 9 3 9 1

そ の 他 4 , 0 5 3 4 , 3 1 9 4 , 6 3 6 4 , 5 2 4 4 , 2 7 1 3 , 7 5 7 3 , 2 7 9 2 , 9 4 8 2 , 3 4 3 1 , 9 4 9

合 計 2 5 , 2 7 5 2 4 , 9 4 3 2 4 , 0 4 3 2 1 , 2 8 3 1 9 , 4 2 3 1 8 , 2 9 5 1 6 , 7 0 2 1 5 , 4 2 2 1 3 , 2 3 7 1 1 , 7 1 8

（単位：件） 

４ 主な増加罪種（件数） 

  ・ 粗暴犯のうち、暴行が増加傾向 

  ・ 風俗犯は、公然わいせつが増加しており、ここ５年は 350～420 件で推移 
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平 成
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平 成

2 8 年

平 成

2 9 年

平 成

3 0 年

暴 行 4 0 5 3 4 5 3 8 8 4 4 8 5 4 2 5 7 1 5 1 0 6 0 5 8 0 8 8 4 2

傷 害

・ 傷 害 致 死
3 7 0 3 7 6 3 5 8 3 9 9 3 9 5 3 6 0 3 5 3 3 9 2 4 0 0 3 3 8

風 俗 犯
公 然 わ い せ つ

・ 頒 布 等
1 7 2 2 0 3 2 3 2 2 4 8 3 8 7 3 8 4 4 1 4 3 5 4 3 9 2 3 1 7

粗 暴 犯

（単位：件） 

（単位：件） 

（単位：件） 

資料４ 



札幌市内の犯罪情勢等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 特殊詐欺（一般刑法犯認知件数） 

・ 平成 26 年以降、被害額は１億円、件数も年間 60 件を超え、高止まりの状態が続 

いている 
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平 成

2 1 年

平 成
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平 成
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平 成
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平 成

2 6 年

平 成

2 7 年

平 成

2 8 年

平 成

2 9 年

平 成

3 0 年

被 害 額 （ 千 円 ） 6 4 , 7 4 9 5 5 , 5 0 7 9 2 , 1 4 1 6 8 , 1 3 6 8 3 , 8 9 2 2 6 6 , 3 5 9 3 8 5 , 9 2 2 1 8 9 , 3 2 7 2 4 5 , 2 5 8 1 6 6 , 5 8 8

被 害 件 数 5 7 5 0 4 8 5 4 5 6 7 0 1 1 0 7 6 1 3 8 6 9

６ 女性に係る事案（一般刑法犯認知件数） 

・ 女性被害件数は減少傾向（平成 30 年における女性被害の割合は、全刑法犯中 24.4%） 

  ・ 暴行が増加傾向のほか、公然わいせつが平成 21 年度と比較すると増加しており、近年は横ばい 
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５ 政令市別一般刑法犯認知件数 

・ 認知件数は、政令市 20 市中第６位（認知件数の多い順） 

  ・ 人口千人あたりの発生件数は、20 市中第 13 位（発生件数の高い順） 
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７ 高齢者に係る事案（一般刑法犯認知件数） 

・ 高齢者被害件数は減少傾向（平成 30 年における高齢者被害の割合は、全刑法犯中 7.3%） 

  ・ 暴行被害の件数が増加傾向 
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資料４ 

（単位：件（女性被害件数）） 
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（単位：件） （単位：千円） 

資料４ 

９-１ 子どもに係る事案（子ども未来局調査） 

・ 事案発生件数は平成 21 年度以降、535～620 件の間で推移 

  ・ 被害者数は、平成 21 年度以降、増加傾向   
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９-２ 子どもに係る事案の手口別及び被害者数（子ども未来局調査） 

・ 手口別では、声かけ、つきまとい、露出の順に件数が多い 

  ・ 学校別では、小学生の被害が 60％を占めている 

  ・ 男女別では、女子の被害が 74%を占めている     

    

 

男 女 不 明 合 計 男 女 不 明 合 計 男 女 不 明 合 計

声 か け 8 4 9 5 1 9 1 9 8 1 3 6 0 3 7 6 9 7 1 5 5 2 2 2 7 4

つ き ま と い 2 6 5 7 1 2 9 5 1 1 6 8 8 8 7 3 7 1 2 5 2 0 1 8 2

露 出 3 6 9 6 7 8 1 9 6 6 1 0 3 4 1 6 5 1 2 1 8 1

盗 撮 2 0 6 1 6 8 7 3 2 1 2 2 6 2 3 8 2 8 1 1 3

痴 漢 0 1 0 0 1 0 2 2 2 0 2 4 2 3 2 0 3 4

暴 力 6 9 1 1 6 1 1 4 3 1 8 1 7 1 3 4 3 4

車 へ の 引 き こ み 3 0 1 4 0 0 0 0 3 0 1 4

連 れ 去 り 3 0 1 4 0 0 0 0 3 0 1 4

不 審 電 話 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 4 2 2 1 5 5 1 6 5 2 1 3 2 0 2 7 1 7 6 4

合 計 1 5 9 3 2 3 6 1 5 4 3 4 7 2 7 6 2 4 3 4 7 2 0 6 5 9 9 8 5 8 9 0

小 学 校 （人 ） 中 学 校 （人 ） 合 計 （人 ）
【 2 9年 度 内 訳 】


